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10月23日㈯・24日㈰

11月5日㈮

　三重交通G スポーツの杜 鈴鹿で、新型コロナ
ウイルスの影響を受け中止になった三重とこわか
国体の代替大会「三重とこわかソフトテニス大会
2021」が開催されました。
　大会には、国体に出場予定だった都道府県
チームのうち、参加を希望した73チーム約800人
が参加。少年男子・女子、成年男子・女子のそれ
ぞれのカテゴリーで、優勝を目指した戦いが繰り
広げられました。開催中の2日間、会場は国体さ
ながらの熱気で包まれていました。

　庄内地区にある「鈴鹿ほたるの里」にホタル観
賞用の木製橋が完成。渡り初めやホタルのエサ
「カワニナ」の放流などで、その完成を祝いました。
　例年、たくさんの
ホタルが舞うほた
るの里。来シーズン、
この橋を渡って多く
の人がホタル観賞
を楽しみます。

　リオオリンピックと東京
2020オリンピック、3度の世
界陸上に出場し、今年度で
競技の第一線から退くことと
なった衛藤選手に対するセレ
モニーが開催され、恩師など
から労いの言葉や花束など
が贈られました。
　会場に集まった皆さんから
は、衛藤選手への惜しみない
拍手が送られていました。

国体さながらの熱気  三重とこわかソフトテニス大会
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11月6日㈯夢をありがとう！ 衛
え

藤
とう

昂
たかし

選手！
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